
資料１

平成１９年度過疎問題懇談会開催要領

第１ 目的

我が国全体としての人口減少社会への突入、市町村合併の進展など、過疎地域

を取り巻く環境の変化を踏まえ、これまでの過疎対策の効果、過疎地域の課題の

解決に向けた今後の過疎対策のあり方等について、学識経験者等の意見交換会を

行う場として、過疎問題懇談会を開催する。

第２ 構成

（１）懇談会は、別紙１の構成員をもって構成する。

（２）懇談会に、幹事を置く。幹事は別紙２のとおりとする。

第３ 運営

（１）懇談会に座長を置き、大臣官房総括審議官が予め指名する

（２）座長は、懇談会を招集し、主催する。

（３）座長は、不在の場合などの都度、これを代行する者を指名することができ

る。

（４）座長が必要があると認めるときは、必要な者に懇談会への出席を求め、そ

の意見を聴くことができる。

（５）座長が必要があると認めるときは、構成員による現地調査を実施すること

ができる。

（６）懇談会の会議は、原則として公開しないが、会議の終了後、配付資料を公

表するとともに、議事概要を作成し、これを公表するものとする。

ただし、座長が必要があると認めるときは、配布資料の一部を非公開とす

ることができる。

第４ 議題

懇談会は、これまでの過疎対策の成果や過疎地域の現状を踏まえ、今後の過疎

地域振興方策全般について意見交換等を行うものとする。

第５ その他

（１）総務省自治行政局過疎対策室に事務局を置く。

（２）この要綱に定めるもののほか、研究会に関し必要な事項は、座長が定める。
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